


『BAND』（SCOPE）キーを長押しするだけで簡単に同時受信画面とスコープ動作
を切り替えることができます。スコープ画面ではマーカー（▼）のチャンネルを受信し
ながら、最大47CH（メモリーモード：最大23CH）の使用状況（信号強度）を高速で
リアルタイム表示します。左側ダイヤルをまわすと中心周波数を変更できます。右側
ダイヤルをまわすとマーカーを移動して受信周波数を選択できます。ＰＴＴを押せば
いつでもマーカーの周波数で送信することができます。

126種類のメニューの中から良く使う機能を
CFLに登 録（最大9個、「M→V」、「GM」、
「WIRES-X」は固定）しておけば、『F』キーを押
すだけのワンタッチ操作で登録したメニュー
を呼び出して、すぐに設定内容を確認したり、
設定を変更することができます。

マニュアルモードでは、送信チャンネルを
固定して、そのチャンネルをモニターし
ながら、同時にPMGに登録した他のチャ
ンネルをモニターすることができます。

オートモードでは、PMGに登録した複数
のチャンネルをモニターしながら、信号
を受信したチャンネルに送信チャンネル
が自動で移動し、送信をすることができ
ます。

カスタマイズド ファンクションリスト画面

【同時受信画面】

【スコープ画面】

MAG機能イメージ

送信チャンネルを固定して、そのチャンネルをモニター

P5に信号が入ると

P5に信号が入ると

P3とP5の音声を同時にモニターできます

登録した全てのチャンネルをモニター 信号を受信したチャンネルに送受信チャンネルが自動で移動、
そのチャンネルで送信できます

右側ダイヤルの長押しで
マニュアルモードとオートモードを切替

[BAND](ＳＣＯＰＥ)キー
長押し

右側ダイヤルをまわして
マーカーを移動して受信
周波数を選択

左側ダイヤルをまわして
スコープ表示する周波数
範囲を移動

M-GRP

M-ALL

M-AIR

M-VHF

M-UHF

OTHER

マニュアルモード

オートモード

送信 受信

送信 受信

受信

PMGはデュアル受信機能を使って簡単に複数のチャンネルをモニターすることができる
便利な機能です。PMGには好みに合わせてマニュアルモードとオートモードを選択する
ことができます。（モードの切替は右側のダイヤルツマミを長押ししておこないます）

PMGは最大5チャンネルを登録できます。PMGにチャンネル登録も登録したチャンネルを
解除することもワンタッチでできます。

送信 受信

送信 受信

ビットエラーレートに優れ移動時でも安定した通話を確保する世界標準デジタル C�FM

アナログFM にSuper-DX + ASP（オーディオ デジタル シグナル プロセッサー）搭載

デジタルでもアナログでも
いままで聞こえなかった通話が聞こえる

選択CH
（黒色表示）

選択CHの周波数

受信信号の
バーグラフ表示
（信号が無くなると2秒後
  から徐々に消えます）

 選択CHの音量は右側VOLツマミで調節できます
 その他のCHの音量は左側VOLツマミで調節できます

メ モ リ ー の 呼 出 中 に
『BAND』（SCOPE）キー
を押すと、メモリーチャン
ネルが各バンド毎に自動で
グルーピングされて呼び
出されます。
「M-GＲP」（マイグループ）
では、よく使うメモリー
チャンネルなどを登録して
呼び出すことができます。
「M-ALL」では全てのメモ
リーチャンネルを呼び出し
ます。

PMG（プライマリー メモリーグループ）ワンタッチで最大5chまで周波数を登録して簡単にアクティビティをモニター

同時受信画面　　 高速バンドスコープMAG（メモリーオートグルーピング）機能

よく使う機能を登録
CFL（カスタマイズド ファンクションリスト）で簡単呼出



スイングヘッドキットSJMK-500（オプション）接続イメージ

バンドごとの操作部をコントロールヘッドの左右に独立して配置

メインバンド/サブバンドどちらも108MHzから550MHzまでを連続でカバーする本格的
な広帯域受信回路を搭載しています。 通信モードはC4FMデジタル、アナログFM、AM
受信に対応しています。

コントロールヘッドと本体（前面）のどちらにもマイクを接続することができます。ヘッド
一体型やセパレート型のどちらの運用においても最適な設置状態でオペレーションが
可能です。

オプションのスイングヘッドキット（SJMK-500）を取り付ければ、ヘッドのアングルを
上下左右に自由に変えるこ
とができ、設置場所が限ら
れる車内においても自由
度の高い取り付けが可能
です。
※延長ケーブル（SCU-62ま
たはCT-132）は必要ありま
せん。

２つの独立した受信回路を搭載していますので、同一バンドだけでなく異なるバンドで
も2波同時受信が可能です（V+V / U+U / V+U / U+V対応）。さらにメインバンドとサブ
バンドで同時にC4FM/C4FMデジタルのデュアル受信（デジタルD/D）、同時再生に対応し
ています。コールサインや位置データなどのデジタルデータも両方のバンドで同時に受信
することができます。
また、AバンドとBバンドそれぞれのダイヤルツマミ、VOL/SQLツマミ、LEDインジケー
タをコントロールヘッドの左右に独立して配置することで、それぞれのバンドの状態が
分かりやすく、直感的に操作することができます。

※ ASP機能はアナログFMモード、AMモードで動作します。

スーパーDX機能は、受信信号が弱い時にRFアンプのゲインをアップして感度を向上させます
ので通信範囲を拡大することができます。スーパーDX機能に加えて受信信号をAF帯域で
デジタル処理しノイズ成分を分離して除去、音声を浮き上がらせるASP機能（FTM-310D/DS
はオプションのSPU-1が必要）によって、弱い信号もより一層クリアで了解度の高い音質で
受信できます。さらにS-DXキーを長押ししてASPオートモードを有効にすると、信号の強さ
にあわせてASPが自動的にON/OFFしますので、快適なモービル運用ができます。

高精度の測位を可能にする準天頂衛星システム「みちびき」に対応したGPSレシーバー
を搭載しています。C4FMのデジタルモードのGM機能では音声通信を行なっている間
でもリアルタイムで相手局の位置と方向を表示できます。

APRS®の各種情報表示、受信リスト表示やメッセージ伝送、Smart BeaconingTM に対応
しています。自局と他局の位置情報をやり取りしてディスプレイに表示し、コンパス
表示で他局との位置関係を把握することができます。また、インターネットで移動軌跡
を見ることができます。

プロの世界では標準的な変調方式となっているC4FMデジタル方式は、他のデジタル方
式に比べ通信品質（BER: Bit Error Rate特性）が優れているという特長を持ち、さらに
YAESU独自のエラーコレクション技術を加えることで、高音質で途切れ難く、移動時に
おいても安心して通話をすることができます。

アナログFMでもデジタルC4FMでも相手からの受信信号に合わせて自動的にトラン
シーバーが通信モードを選択して受信するAMSは、アナログFMとC4FMデジタルの通
信モードをその都度切り替えることなく全てのメンバー間で通信を行うことができるFM
フレンドリーデジタル機能です。

グループモニター画面

GPS情報画面

APRS画面

本体スピーカーとフロントスピーカーを
併用するAESS位相修正型デュアル
スピーカー方式を採用、AESSはフロント
と本体スピーカー出力の位相、出力バラ
ンス、周波数特性を可変して拡がりの
あるクリアな高音質を実現しています。
本体、フロントスピーカーを合わせた
総合出力6Ｗの大音量は、騒音の多い
場所での運用でも確実な通信を確保
します。

※ AESS：Acoustic Enhanced Speaker System
※ ASP機能が動作しているときは、フロントスピーカー
 からのみ音が出ます

コントロールヘッド内部に3Ｗの高出力フロントスピーカーを内蔵して前面からクリア
な音を再生します。フロントスピーカーは、ヘッド内に下向きに配置、後方部には音の
抜けを良くするスリットを設け、ヘッド下部のワイドテーパードグリルから音が効率よく
前面に出て行くように設計されています。 本体をシートの下などに離して設置するセパ
レート運用においても、外部スピーカーを追加することなく快適なオペレーションが
可能です。

メンバー同士が共通の周波数とID（DG-ID番号）を設定するだけで簡単にグループ
通信を楽しむことができます。DG-ID番号が”00”の場合には、すべての音声を受信する
ことができます。同じDG-ID番号に設定しているメンバーが、通信範囲内にいるかどうか
を自動的にチェックしてコールサイン毎に表示したり（最大4局）、特定のコールサインを
選択すれば、コンパス表示で自局からの方位と距離をリアルタイムに表示することができ
ます。

大音量フロントスピーカー内蔵、
高音質 AESS デュアルスピーカーシステム

FMの飛びが違う
Super-DX＋ASP（オーディオ デジタル シグナル プロセッサー）

アマチュア無線の楽しさが広がる多彩な機能

C4FMデジタル：   高音質デジタル通信　デジタル、アナログFM通信 自動切替

高精度GPSレシーバー

1200/9600bps APRS®通信対応

高音質C4FMデジタル

AMS(Automatic Mode Select )が実現するFMフレンドリーデジタル

DG-ID（デジタルグループID） / グループモニター（ＧＭ）

3W 高出力フロントスピーカー

拡がりのある高音質  AESS デュアルスピーカーシステム

2波同時受信、C4FM/C4FMデュアル受信対応
バンドごとに独立したツマミとLEDインジケータ

コントロールヘッドにマイク端子を装備

本格的な広帯域受信 視認性を確保するスイングヘッドキット

本体内蔵スピーカー

フロントスピーカー
AESS イメージ

Super-DX機能、ASP機能による通信エリアの拡大イメージ

Analog FM Super-DX Super-DX+ASP

S-DXキーを長押してASPオートモード
を有効にすることができます

ASPオートモード

長押し

OFF ASP AUTO: ON

オートON

オートOFF
AUTO-A

ASP: ON
S-DX: ON

ASP: OFF

受
信
信
号
強
度 オートモードでは信号強度によって

ASPが自動的にONになります

S-DXキーのワンタッチ操作で、S-DX
とASPのON/OFFを選択できます

短押し 短押し

S-DX+ASP: ON S-DX: ON

短押し

OFF

S-DXASP

S

S

ASPマニュアルモード




